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平成 1５年３月期 期末配当予想の修正に関するお知らせ 
 

 当社は、平成１５年４月２２日開催の取締役会において、平成１５年３月期の期末配当につきまし

て、本年６月下旬開催予定の定時株主総会に下記のとおりの配当案を提出する方針を決議いたしまし

たのでお知らせいたします。 

 

記 

 

１．期末配当（配当予想の修正） 

   平成１５年３月期の業績見込み並びに今後の見通し等を踏まえ、株主の皆様の日頃のご支援に

お応えするため復配する方針を決定いたしました。 

 

   前回発表予想 
（14年 11 月21 日公表） 

  今 回 修 正  （ご参考）前期実績 
（平成 14 年 3 月期） 

 １ 株 当 た り 
 期 末 配 当 金 

未  定    １円５０銭      ０円００銭 

  （注）前回配当実施：平成１３年３月期の期末配当金１株当たり １円５０銭 

 

２．平成１５年３月期の業績見込み 

 （単 独） 

   当期の売上高につきましては、特殊鋼鋼材及びばねの増収により、全体で６２０億円と前期に

比べ約６８億円、１２％強の増収となる見込みであります。 

   損益面におきましては、特殊鋼鋼材事業の製造子会社である三菱製鋼室蘭特殊鋼㈱の業績が販

売量の増加及び生産体制の抜本的見直し等により大幅に改善（下期黒字化）したことにより、同

社に対する費用負担が殆ど無くなりましたので経常利益は８億１千万円と前期に比べ約３５億円

の増益となる見込みであります。 

   また、子会社事業撤退に伴う関連事業損失約６千万円、素形材事業の生産拠点移転集約関連損

失約３億６千万円、投資有価証券評価損約３億６千万円の特別損失を計上する一方、旧東京製作

所跡地関連の固定資産処分損引当金の戻入れ約６千万円及び投資有価証券売却益約５億８千万円

の特別利益を計上する見込みであります。 

 

 

 

 

 



   更に法人税、住民税及び事業税並びに法人税等調整額を計上した結果、当期純利益は４億円と

前期に比べ約７億円の増益となる見込みであります。 

（単位：百万円） 

 
平成 14 年 3 月期

実  績 
平成 15 年 3 月期

業績見込  
増 減 額 

前回発表予想 
(14年11月21日) 

売 上 高 ５５,２２２ ６２,０００ ６,７７８    ６１,０００ 

経 常 利 益 △  ２,７０８ ８１０ ３,５１８     ８００   

当 期 純 利 益 △     ２９９        ４００           ６９９         ３００ 

 

（連 結） 

   当期の連結売上高は、単独の売上げ増加により約８３０億円と前期に比べ約２７億円の増収と

なる見込みであります。 

   損益面につきましては、特殊鋼鋼材事業の大幅な収益改善により、経常利益は１８億円と前期

に比べ約２１億円の増益となる見込みであります。これに、特別損益を加減し、法人税、住民税

及び事業税並びに法人税等調整額を計上した結果、当期純利益は約６億円となる見込みでありま

す。 

   なお、前回予想との比較では、北米におけるばね合弁事業が材料費高騰等の影響を受け収益減

少となり、また素形材事業の生産拠点集約・海外移転に伴う経過損失等により、経常利益で約８

億円、当期純利益で約６億円下回る見込みであります。 

                                   （単位：百万円） 

 
平成 14 年 3 月期

実  績 
平成 15 年 3 月期

業績見込  
増 減 額 

前回発表予想 
(14年11月21日) 

売 上 高 ８０,２９９ ８３,０００ ２,７０１    ８４,０００ 

経 常 利 益 △    ３２７ １,８００ ２,１２７    ２,６００   

当 期 純 利 益        ７４５        ６００     △    １４５       １,２００   

 

３．今後の見通し 

今後の業績見通しとしては、 

・ ばね事業は自動車用ばねの一層のコスト改善が図られること及び精密ばねの拡販が引き続き

見込まれること 

・ 素形材事業は、鋳鋼品の生産拠点集約化及び精密鋳造品の海外移転による競争力強化の効果

がフルに寄与すること 

・ 特殊鋼鋼材事業は、年度を通じ黒字確保が見込めること 

等から引き続き増収増益基調を維持、平成１５年度（平成１６年３月期）は、経常利益で過去

最高利益を狙える状況になってきております。 

   具体的業績見込みにつきましては、本年５月１５日に公表の決算短信にて発表する予定であり 

   ます。 

                                      以 上 


